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序 論

119世 紀 の は じめの25年 の問 に、 ミシシ ッピ川以東 の有 力なイ ンデ ィアン

に対 して、 アメ リカ人が、武 力或 いは交 渉 を通 して獲 得 した有利 な立場 を利用

す るために案 出された政策 は、 ミシシ ッピ川以東 のイ ンデ ィア ンを、 同川以西

の土地へ 「強制 移住 」(Removal)さ せ る政策 であった。 この政策 にまさに一致

す る人物 こそ、 アン ドリュー ・ジ ャクソン(AndrewJackson,1767-1845)そ の

人 であ る 一1829年 、 第7代 大 統領 に就任 し、1837年 ま で2期 その職 にあ っ

た 一 。大統領 ジ ャクソンは、交渉者(negotiator)で あ る とともに、 「恐れ られ

たイ ンデ ィア ン ・ファイ ター(lndianfighter)で あ り、イ ンディアン ・ネーシ ョ

ン乃至イ ンディアン部族 の主権国家 としての地位(sovereignstatus)の 要 求を、

侮蔑 を もってあ しらい、西部の 白人市民 の福祉 の増 進 を切望 した人」 であった。

彼 は、 イ ンディア ン ・ネーシ ョンは、教 育 と宗教 的伝道 に よって彼 ら自身の歩

調 で ア メ リカ 国 民の 一 部 に統 合 され るはず だ とい う トマ ス ・ジ ェ フ ァ ソン
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(ThomasJefferson,1743-1826)流 の 概念 で形成 されて きた初期 の博 愛主義 的

なイ ンデ ィアン政 策の推進 方向 を、逆 回転 させ たので あ る。

強制 移住 は、 アメ リカ独 立革命 の場合 と同様 に、基本 的な憲法論議 を含 む も

の であ った。 イ ンデ ィ アン ・ネ ーシ ョンは、合衆 国 との条約(treaty)や 合 意

(agreement)と を、彼 らの独 立 を承認 した もの として、 また彼 らネー シ ョンの

同意 があ る場合 を除 き、 外国が その権 限 を彼 らに及ぼ そ うとすれ ば、 これ を撃

退 す るに十分 な権 限 を自 らに付与 された もの と解 釈 していた。す なわち、 イン

デ ィアン ・ネーシ ョンの独立 は、 「犯す こ とので きない、 或い は犯 されて はな ら

ない神 聖な法律 上及 び外 交上の文書 」の中で具体 化 され ていたか らであ る。 し

か し、 ジ ョージア州 とア ラバマ州 の州境 界線 内に居住 していた インデ ィアンの

土地 と人身 に対 して よ り大 きな支配権 を求めた両州の要求 に強 い影響 を受 けて、

州 の代弁者 を任 じて いた ジャクソ ンは、 「イ ンディア ンの法律 上の地位 は、州 の

法律上 の要求 に反 す る場合 、有効で はな い。 またイ ンデ ィア ンは、 その脆弱 さ

と数 の少な ささか らいって、 この ことを認 め るか、 さもなけれ ば軍事 的 に征服

され るのが当然 であ る。」 とい うもので あった ジ ャクソンの対イ ンディアン

対策 の基本 的な思考様式 は、 ジ ョージア州 とチ ェロキー族(Cherokee)と の間

に争 われた訴訟 に対 して下 された合衆 国最 高裁 判所 判決(後 述)を 拒否 した こと
1)

に明確 に現れ る 一 。

ジ ョン ・クイ ンシー ・アダムズ(JohnQuincyAdams,1767-1848)は 、1824

年 に第6代 合衆 国大統領 に選 出 され 、広 範 な国内開発事業 を推進 した こ とで知

られ るが、1812年 戦 争(Warofl812)を 終 結 させた条約の交渉使節の 団長 とし

て、オハ イオ川上流 の渓谷 に独立 のイ ンデ ィアン国家(Indianstate)を 創 ろ う

としたイ ギ リスの努力 を断固拒否 し、実 際 に先住 民 に対 す る絶対 的支 配権 を認

めない取極 めは、いか なる もので も これ を拒 絶 した。 アダムズ は、1818年 に は

モ ンロー(JamesMonroe,1758-1831)大 統 領 の国務 長官 としてスペイ ン領 フ

ロ リダのセ ミノール族(Seminole)に 対 す るアン ドリュー ・ジャ クソン将軍 の

遠征 を 自衛 の原理(principleofself-defense)に よ って正 当化 され る と主張 し

た人物 であ る。 しか し、 アダムズは、1830年 代 に入 ると、ジ ャ クソンの強制移

住政策 に激 し く反 対す る立場 に立 ったので あ る。彼 は、 ヨー ロッパ の最初 の入

植者 が アメ リカにや って来 た時、 イ ンデ ィア ンが 「原始 的で抽象 的な土地 の権
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利」(primitiveabstractrightofsoil)を 所 有 していた とはなお信 じなか ったが、

ジ ャクソンのインデ ィア ンに対す る攻撃 が、合 衆国銀行(theBank)、 公 有地及

び公債 に対す る攻撃 と同様 に、彼が強化 しよ うとしてい た連 邦 に対 す る脅威で

ある と感得 していたので ある。 ある歴史家 は、アダムズの立場 を、 「かって 自由

で あった土地が 、奴 隷 によって耕作 され るの を許 す よ りは、 或い は土地 投棄業

者の競売 の槌 の下 で叩 き売 られ るよ りは、 インディ アンをその ままに してお い
の

た方が よい。」 とするものであったと幾分好意的に解釈 している。

2と ころで、合衆国議会第1議 会が開催 された1789年3月4日 から、条約

を通 してインディアン問題を処理す る合衆国の政策 一 インディアン部族 を曲

が りなりにも独立するものと認 めて きた政策 一 の終結を宣言した 「インディ
3)

アン関連歳出配分承認法」が制定された1871年3月3日 までの本章で扱う時期

を通 じて、連邦のインディアン政策にとって重要な役割を果たしてきたのは、

言うまでもな く、インディアンとの条約の締結である。条約交渉によるインディ

アン政策の公式化は、インディアン部族の抵抗 とその軍事的重要性 特 にア

メ リカ独立戦争の間を通 じて の認識 に基づ くものであった と言えるであろ

う。しかし、合衆国が独立 した後、特に1812年 戦争を境に、インディアン ・ネー

シ ョンの軍事的脅威が去った後、ジャクソンに代表されるインディアン対策の

強硬論を説 く従来の連邦の政策の批判者たちは、インデ ィアンとの条約締結を

廃止すべきだ と主張し出 したのである。彼 らは、インデ ィアン問題は、一般の

立法を通 して処理 されるべ きだ と考えたのである。すなわち、ジャクソンは、

大英帝国のた どる道に従った合衆国は、常にインディアンを独立の国家 として

処理 してきた という主張に、何 らの妥当性 をも見出さなかったのである。彼の

考えに従えば、かかる政策は、優柔不断 と特別な情況に起因 した ものであって、

インディアンによって所有 されるべきであると認められたいかなる権利 にも、

基づ くものではなかった。インディアンとの条約締結 という政策は、政府がイ

ンディアンに規制を強制す るに十分な力 を持たず、或いは他の方法では治安を

保てなかった時代に必要 とされた政策であって、今や状況は変化 し、 より正当

な手続は、限 られた土地に限定 された先住民に白人の文明化 された生活を受け

容れさせ るために、インディアンの土地を強制的に削減するにあるというにあっ

たのである。ジャクソンは、1820年 の陸軍長官カルフーン(JohnCaldwelI
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Calhoun,1782-1850)宛 て 書簡で、 法律 の制定以 外の方法で インデ ィアンを処

理 す るこ とは、 ばか げてい る と論 じてい る。 しか し、 カル フー ンは、条 約締結

とい う制度 を変更す るよ う合衆国議会 を説得す るこ とはで きず、彼 の在 任中(7

年 と半年)に 、40の 条 約が結 ばれて いる。 その後 ホワイ ト・ハ ウスに入 ったジャ

クソ ンは、 インデ ィアンは、 もはや 州内 に独立 の包領 として存在 し得 ない と確

信 す るに至 り、彼 ら又 は彼 女 らは、 西方 に移住 す るか州 の法律 に従 うかの二者
4)

択一 しかないという主張を強弁することになる。

以下、主要なインディアン条約、そしてイ ンディアン関連法律を垣間見るこ

とによって、合衆国憲法制定か ら条約交渉を通 じてインディアン問題 を処理す

る方策を終結した時期(1789年 ～1871年)に おいて、いかように連邦の対インディ

ァン政策が形成 されていったかを、明らかにしてみよう。

カけ みり　昂 一 即 連 邦の 対 イ ンデ ィア ン政 策 の形 成(1789年 ～1803年)

1合 衆国議会第1議 会制定のインディアン関連立法

1関 連4立 法(1789年)

1789年 に開会された合衆国議会第1議 会では、13の 法律が制定 されたが、そ
う　

の うち、4法 律がインディアン問題関連立法である。第一の法律は、陸軍省の

設立を規定 した1789年8月7日 制定の 「陸軍省 と命名される行政部門を設立す
s)

るための法律」 であ る。 同法 は、陸軍 省 は軍事事 項 陸軍及び海軍 に関

連す る問題 に加 えて、 「イ ンデ ィアン問題(Indianaffairs)に 関 して… …当該省

に対 して合衆 国大統領 が命 じた事項 」 に責任 を負 う と規定 してい る(第2条)。
7)

この権 限 は、 そ の後 、1849年3月3日 制定 の 「歳 出配 分 承認 法」 で 内務 省

(DepartmentofInterior,DOI)が 創設 される と同時 に、 内務 省が 「イ ンディア

ン問題局長(CommissionerofIndianAffairs)の 全 ての行為 に関 して、陸軍省

に よっ て現 在 行使 さ れて い る監 督 権 限 及 び上 訴 を審理 す る権 限(appellate

powers)を 執 行す るもの とす る」(同 法第5条)と され、権限 の移管 が図 られ て

いる。 イ ンディア ン部族 との軍事 的利害関係 は 一 この初 期の法律 の下で確立

され た行 政統制 の方式 は、 もはや イ ンデ ィア ン問題 の処理 に直接 的に は関連 し

ないが 一 、今 日で も連邦の インディアン関連立法 に影響 を及 ぼ してい るとされ
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a)

る。第二 の法律 は、1789年8月7日 制定 の 「オハイオ川北西 部領 地(Territory
U)

NorthwestoftheriverOhio)の 政 府 に関 して規定 す るための法律 」で あ る。

北西部領地(連 邦領)は 、今 日のオハ イオ、イ リノイ、 ミシガン、イ ンデ ィアナ、

ウィス コンシ ンの各州 を包含 して いるが、本法 は1787年 の 「北西部領地 条令」

(theNorthwestOrdinance)に 最 小限度 の修正 を加 えた ものであ り、第3条 は

「インディアンに対 して は
、常 に最高の信 義(utmostgoodfaith)が 守 られ なけ

ればならない。インディアンの土地及び財産 は、彼 らの同意な くして収奪され

てはならない。また彼 らの財産、権利及び自由は……侵害されてはならない。

更に、正義及び人道に基づ く法律が随時制定され、もって彼 らに害悪の及ぶこ

とを妨げ、及び彼 らとの平和並びに親善の関係を保持するよう努めなければな

らない。」(傍線、筆者)と 規定し、北西部領地条令の文言を同語反復 している。

本法は、合衆国議会が連邦領政府の行政執行において、インディアン問題 に対

して、 「無条件の権限」(plenaryauthority,plenarypower)こ のタームは

インディアン法を解釈する際に最重要の用語のひとつに挙げられ、今 日でもそ

の解釈をめ ぐって論争の的 となっている。本論稿が進め られ るに従って徐々に

明 らかにされることであろう一 を行使 した多 くの場合の最初の機会であ り、

そして合衆国議会は、連邦領に関す る立法作業において、諸州が州の境界内の
　ロ　

立法を制定する際に採ったのと同一の態度をとった とされ る。

第三の立法は、1789年8月20日 制定の 「インディアン部族 との交渉又は条約
n)

に伴 う経費並びに同一事項の折衝に当たる委員の任命 に関する法律」である。

第1条 は、「総額にして20,000ド ルが、以後、インディアン部族 との交渉及び条

約に伴 う経費の支払いに予算配分されるものとする。」 と規定 している。これを

もって、長年にわたって この領域における政府行為 を支配するインディアン問

題処理の公式が始 まったのである。 そして、第四に挙げられる法律が、1789年
12)

9月ll日 の 「政府公務 員給与法」 であ る。給与法第1条 は、合衆 国財務 省で年

俸 が4半 期 に分 けて、イ ンデ ィアン関連で言 えば、陸軍大 臣に3,000ド ル、北部

局 インデ ィアン問題 監督官 に2,000ド ル、 支払われ る旨を規定 して いる。

2連 邦の権 限

フェ リックス ・S・ コーエ ン(FelixS.Cohen)に よれ ば、 これ らの初期 の4

法 は、 イ ンディア ン問題処理 の基本 的な行政上及 び財政上 の機構 を造 り上 げた
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ものであ って、合衆 国議 会は、4つ の主 要 な権 限、す なわち、①宣戦及 び講和

の権 限、② インデ ィアンのテ リ トリー(lndianterritory)を 統 治 す る権 限、③
10)

条約批准権、④歳出権限を引き合いに出 しているとしている。

ll北 西部における条約交渉

1「 フォー ト・ハーマー条約」(1789年)

合衆国憲法の起草者たちは、インディアン問題 について連合規約の作成 に携

わった人び とほど細心の注意を払 う必要 はなかった とされる。連邦の政策を方

向づけたのは、連合規約の時代に確立された先例であり、 ワシン トン及びその

顧問は、インディアン問題に関 して、連合規約の下で連合会議が行使 した権限
ia)

以上のそれを、連邦政府に保留することで意見の一致を見ていた とされる。

新国家の形成過程で開始 された条約を締結することによって、インディアン

部族 との相互関係 を処理する方策は、合衆国憲法の採択後 も継続されてい く。

この時代、当初は、独立戦争に際 してインディアンとの同盟関係を築 くために、

そして後 に勝利者 として征服 した地方からのインディアンのテ リトリーの獲得

をめぐって条約の交渉をしてきた合衆国は、インディアンとの条約が、新国家

にとっていかなる意味合いを持つ ものかを、より注意深 く考慮するようになる。

と言 うのも、連合規約時代が終わ りを迎 えるころ、条約交渉に当たって連邦政

府が 「征服された地方」(conqueredprovince)と いう概念を用いたことが、イ

ンディアン部族の不満 となって現れ、その結果、独立戦争の終結後の10年 間 と

いうもの、交渉 と戦闘の複雑な繰 り返 しが続いたのである。その結果、合衆国

は、インディアンとの交渉過程で主張した ところの原則である征服のみに基づ

くインディアンのテ リトリーの請求権を放棄 し、それに代わって、究極的な主

権を新国家に留保 しなが らも、合衆国領土内のインディアン占有地に対するイ
15)

ンディ アンの権 利 を、認 めてい くのであ る。

連合規約下 の1785年 に陸軍長官 に就任 し、 その後 もその職 にあったヘ ン リー ・

ノ ックス(HenryKnox,1750-1806)は 、 インディアン問題の管轄者 として振舞

い、 イ ンデ ィア ン問題 に関す る彼 の意見 をワシ ン トンに具 申す る立場 にあ った

が、1788年5月2日 、 これ までの条約で規定 され た西 部のテ リ トリーの土地 の

徹底 的な購入 を認めた政策 を、条約 に定 め られた義務 の履行 と部族 の財産権 を
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尊重す ることによって更なる交渉を進め、変更するよう推奨 している。これに

応えて連合議会は、7月2日 、インディアンのこれまでに譲渡された土地 に対
lfi)

す る請 求を償却 す る目的 に使用 す るため、20,000ド ル を充 当 して い る。

合衆 国議 会第1議 会が開催 され るの は、1789年3月4日 で あるが 、合衆 国議

会開催 に先立っ こと約2ヵ 月前の大陸会議 が機 能 していた1月9日 の フォー ト・

ハ ー マ ー(FortHarmer)で の 「ワ イア ン ドッ ト(Wiandot)、 デ ラウ ェ ア

(Delaware)、 オ タワ(Ottawa)、 チ ッペ ワ(Chippewa)、 ポ タワ トミ(Patawatomi)
　の

及びサ ック(Sac)と の 条約」で、1785年1月21日 に フォー ト・マ ッキン トッシュ
18)

(FortM'Intosh)で 締 結 された条約 において確定 された境 界線及 び土地譲渡が確

認、更新 され る と共 に、彼 らイ ンディア ン、 その相 続人並 びに その子孫 は、境

界線 の東 方、南方及 び西方 の全 ての土地 の放棄 と合衆 国へ の譲 渡 を約 束 させ ら

れ、合衆 国が、 当該 土地 に絶対 的優 先権 を保有 す るもの とされた(第2条)。 そ

して、 交渉過程 への連邦 の権 限 を強化 す るた め、条 約第3条 第1文 は、 アメ リ

カ合衆 国は、第2条 で規定 された境界 の間 に位置 す る土地 に対す る請 求を、彼

らインデ ィアンの居 住及 び狩猟 のた めに放棄す る旨 を規定 した上で、続 く第3

条 第2文 で 「当該 ネー シ ョン又 はそれ らのいずれ か は、 そのテ リ トリー若 しく

はその一 部 を、合衆 国 を除 くいか な る主権 国、他 の主権国 の国民若 し くは市民

又 は合衆国 の国民若 し くは市民 に自由に売却 又は処分す るこ とはで きない。」 と

規定 してい る。続 く第7条 は、 インディ アン との交易 につ いて、非 イ ンデ ィア

ンに対 す る許可制 を敷 き、許 可 され た交 易者 を保護 し、 イ ンデ ィァン部族 は、

許可な くイ ンデ ィアンの土地 に侵入 した非 インディアンを逮捕 し、合衆国(オ ハ

イ オ川北 西部 領地 総 督(GovernoroftheterritoryoftheUnitedStates

north-westofOhio))に 引渡 す ことを約束 す る旨を定 めてい る。 また、同 日同

場所で、オハイオ川北西部領 地総督 と六部族連 合 との間 に条 約(「 フォー ト・バー
19)

マ ー条 約 」(theTreatyofFortHarmer)と 呼 ば れ る。)が 結 ば れ 、 同 条 約 で1784

年10月22日 の フ ォ ー ト ・ス タ ン ウ ィ ク ス で の 条 約(「 フ ォー ト ・ス タ ンウ ィ ク ス 条
20)

約」(theTreatyofFortStanwix)と 呼 ばれる。)に 規定 された境界線が確認、更

新 され ると共 に、境 界線 の西 方の土地 に対す る部族 の請求 を放 棄 し、合衆 国 に

譲渡 す る旨を約束 させ られ たので あ る(第1条)。

しか し、 フォー ト ・ハ ーマーでの諸部族 との条約 交渉 の結 果 は、新政府 が機
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能するまで首都ワシントンにおいて受け取 られていなかった。1789年5月25日 、

大統領 ワシン トンは4月30日 、初代大統領 に就任 、合衆国議会上院に

条約を送付、上院は、大統領 に 「フォー ト・ハーマーで結論に達 した条約を執

行 し、その遵守を命ずる」勧告決議を可決 したが、上院がインディアンとの条

約を正式に批准 したものか否かにっいて当惑 したワシントンは、1789年9月17

日、インディアンとの条約は、発効する以前に上院の承認を得ることが必要だ

とする教書を上院に送付 した。曰く 「疑いなく、文明化 している国家であろう

となかろうと、他の国家 と合衆国 との問に締結 される全ての条約及び合意は、

慎重に結ばれ、及び誠実に執行されなければな りません。」、「使節若 しくは全権

委員の誤 りと無思慮を確認するため、いかなる条約も、彼 らの権限が派生する

最高の権力を有する機関又は政府によって批准 されるまで、かかる官吏によっ

て交渉 され、署名されたもの と見徹すべきでないことが、一般的に理解されて

おります し、国家の慣行だと言われてお ります。 この慣行は、ヨーロッパ諸国

との条約 に関 して合衆国によって採用 されて きたものであ ります。であ ります

か ら、インディアンと我われの条約締結 に際 しましても、かかる慣行 を遵守す

ることが賢明であるとい う結論に至ったのであ ります」。問題の重要性を認識 し

た上院は、問題調査のために特別委員を任命 し、委員会は反対の勧告 を行った

が、同年9月22日 、上院は全会一致で、ワシン トンの提案を受け入れ、合衆国
　

は、インデ ィアンとの条約は正式な批准を必要 とすると結論づけたのである。

2ワ バ ッシ ュ ・インデ ィアン

か か る大統領 と上院 のや り取 りが行 われて いた最中 の同年7月 に、 陸軍長官

ノ ックス(HenryKnox)は 、北西部辺境地の ワバ ッシ ュ・イ ンデ ィァ ン(Wabash

Indian)と の 衝突 に応 えて、 「先有者 た るイ ンデ ィアンは、土地 に対す る権利 を

有 す るので ある。その権利 は、イ ンデ ィアンの 自由 な同意 が得 られ ない限 り、

或 いは正 当 な戦争 の場合 の征服 の権 利(rightofconquest)に よ らない 限 り、

彼 らか ら取 り上 げ るこ とはで きない。その他 の原 理 に基づ いてイ ンデ ィアンを

処理 す るこ とは、 自然法 の基 本 を大 き く侵害 し、 そ して国家の栄誉 であ る正義

の破壊 に繋が る」、 「も し、力つ くで ワバ ッシュ ・インディア ンを彼 らが 占有 す

るテ リ トリーか ら強制移住 させ よ うとす るな らば、 目下 の合衆国 の財政 事情で

はそれ を認 め られな いで あ ろう。 ……政 策 と正義 は、 ワバ ッシ ュ ・イ ンデ ィア
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ンを処理す る試みを指図するに際 して合一する。」 と述べている。また、国務長

官ジェファソンは、インディアンの土地 におけるアメ リカ人の権利について尋

ね られたところ、その権利は 「彼 らの土地における先買権のみである。すなわ

ち、インディアンたちが、その意思に基づいて売却する場合に彼 らか ら購入す
ヨ　ラ

る ことので きる唯一 及び排他 的権利 であ る。」 と答 えてい る(傍 線、筆者)。

lll南 部 にお ける条約交渉

1ホ ー プウェルでの条約交 渉

南部 にお けるイ ンデ ィア ンとの関係 は、新国家 に とって複雑 な問題 を提 示す

る ことにな る。 アメ リカ独立 革命後 の南 部諸州 において は、 チ ェロキー、チ ョ

ク トー(Choctaw)、 チ カソー(Chickasaw)、 ク リー ク(Creek)と い った強力

な諸部族 が、彼 らが交渉 を持 った全 ての ヨー ロ ッパ諸列強 に よって認 め られ、

ある程度 の独立 を保 持 して いた。イ ンデ ィアンは、交易及 び外交上 の関係 を再

び方 向転換 し、 アメ リカ人 か ら離れ、 フロ リダ或 い はニ ュー ・オ リンズのスペ
zs)

イ ン人 と結 びつ こうと して いたので あ る。 この よ うな情勢下 にあ って 、大 陸会

議 によって1785年ll月28日 に は、 ホー プウェル(Hopewell)で 、 チェロキー と
24)

の間 に条約が締 結 され 、続 く1786年1月3日 にはホー プウェルで チ ョク トー ・
25)

ネ ーシ ョンとの問 に、 同年1月10日 に は同 じホープウ ェルで チカ ソー との間 に
26)

条約が、 それ ぞれ締 結 され たので ある。 そして、 チ ェロキー との条約第9条 に

は、 「イ ンデ ィアンの利益及 び援助 のため、並び に市民又 はイ ンデ ィアンの いず

れか一 方の当事者 への権利侵害 若 しくは圧 力 を回避 す るため、参集 した大 陸会

議 にお ける合衆 国は、イ ンデ ィアン との交易 を規 制 し、及 び適切 と考 え る方法

で、全てのイ ンデ ィア ン問題 を管理す る唯一及 び排他 的権利(soleandexclusive

right)を 有 する もの とす る。」 との規定 が置かれた(チ ョク トー ・ネーションとの

条約第8条 、チカソー族 との条約第8条 も同一の規定を置いている。)。更 に同条約第

12条 に至 って は、 イ ンデ ィア ンは、合衆 国の正 義 に全面 的 に信頼 す る ところ、

彼 らの利益 に鑑 み大 陸会議 に代 表(deputy)を 送 るこ とが で きる とまで規 定 し

て いたので ある。

しか し、 インデ ィア ン問題処 理 についての 中央政 府の排他 的権 利 を規 定 した

ホ ープ ウェル の諸条 約 に従 って、新政府 が船 出を試 み よ うとして いたの も拘 ら
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ず、 ノース ・カ ロライナ とジ ョージアが、 これ らの条約 を無 視す る態 度 に出た

ので あ る。1788年7月 、陸軍長 官 ノ ックスは、大陸会議 にノース ・カ ロライナ

の辺境 地域 にお ける白人居住 者 によ るホー プウェルで締結 された条約侵 害 の実

態 を報 告 し、 チ ェロキーに対す る白人居 住者 に よる非公式 な戦争で あ る と位置

づ けてい る。 これ に対 して、大陸会議 は、陸軍長 官 に軍 隊を もってイ ンデ ィア

ンの土 地へ の不 法侵 入者 を排 除す る よう指図 す る事態 に まで至 ってい る。かか

る事態 は、 ノース ・カロ ライナに よる新憲法 の批准 を遅 らせ ることの原 因になっ

て いたので あ る。 ジ ョージ アにおい て もまた、 ク リー ク ・ネー シ ョン(Creek
　の

Nation)と の 間 にあか らさまな敵 対行為 が続 いて いた。

2「 ニ ュー ・ヨー ク条 約」(1790年)

か か る複雑 な難 問 に直面 した ワシ ン トンは、 上院 によ る 「助言 と承 認」が イ

ンディ アン問題 を処理 する際 に必要 であ る とい う結論 に至 るが、上 院 は、 まず

ク リー ク ・ネーシ ョン との問題解決 をあた る よう指図 し これ まで ク リーク

は合衆国 と一度 も条約 を結 んだ ことが なか った 、必要 とあ らば、 目的遂行 に

必要なイ ンデ ィアン歳 出予算全額 を充 当す るよう指図 してい る。 その結果、1790

年8月7日 、合衆国大 統領 とクリーク ・ネーシ ョンの国王(Kings)、 族 長及 び戦

士 との間 に 「講 和及 び友好 条約」(「ニュー ・ヨーク条約」(theTreatyofNew
3H)

York)と 呼 ばれる。)が ニ ュー ・ヨー クで結 ばれ る 一 部族代表 団の首都へ の官

費旅行 とい う前例 を作 った とされ る 一 。陸軍長官 ノ ックスの署名 に続 いて、 ク

リー クの 署 名 者 の 筆 頭 に族 長 ア レ キサ ンダ ー ・マ ギ リ ヴ レイ(Alexander
29)

McGillivray)の 名 が見 て取れ る。

条約 前文 は、合衆 国 とク リー ク ・ネーシ ョンとの間 に 「恒 久平和 と友好」 の

絆 の構築 を希望 し、境界 を確 定す る ことによって戦争 の原 因 を払拭 し、正義 と

友好 の協定(arrangement)を 結 ぶ ことを希望 し、大統領 と当該ネ ーシ ョンは、

合衆国上 院の助 言 と同意 をもって、以下 に定 め る条項 に同意 す ると謳 ってい る。

第2条 は、ネ ーシ ョンは、合衆国 の境界 内の クリー ク ・ネ ーシ ョンの全域(all

parts)が ア メ リカ合衆 国の保護下 にあ るこ とを認 め、個々の州若 し くはいず れ

か の州 のひ とつ と条約 を結 ぶ もので はない と規定 して い る。第3条 は、捕虜 の

引渡 しを、第4条 は、境界線 を、第5条 は、合衆 国が厳粛 にネー シ ョンを保護

す る こ とを、 そ して第6条 は、合衆 国市民又 は非 イ ンディア ンの ク リー クの土
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地への定住の禁止 と違反者をクリー クが処罰 し得 ることを定めている。第7条

は、「合衆国の市民又はその居住者は、クリークの土地で狩猟 し若しくは鳥獣類

を殺 してはならない。合衆国の市民若 しくはその居住者は、合衆国のいずれか

の総督、辺境地域の直近の駐屯地を指令する合衆国軍隊の将校又は合衆国大統

領がその都度付与する権限を認 めるその他の者から取得 した旅券を所持せず し

て、クリークー ・カン トリーに立ち入ることはできない。」 と規定 している(傍

線、筆者)。 秘密条 項(secretarticle)で は、 ク リー ク とスペイ ンが敵 対関係 に

入 った場 合、 ク リー ク ・ネ ーシ ョンへの物資 の輸送 が免税 とされ、 また4人 を

超 えない範 囲で ク リー クの青 少年 に教育 と衣類 を合衆 国が提供 す る 一 これ ま

で インデ ィアン との問 に締結 された条約 には見 出 されな い約 束 一 とされて い

る。か か る条約が交 わ された に も拘 らず、 ウ ィリアム ・T・ ヘーガ ン(William

T.Hagan)に よれ ば、ジ ョー ジア州 は、1790年 代 に25,000,000エ ー カー以上 の

イ ンデ ィア ンの土地 を土地投棄業者 に売却 して いる。ヘーガ ンは、 「この処置は、

イ ンデ ィア ンが 、文明化 されて いよ うとなか ろ うと、ジ ョージ ア州 内に残存す
　

るの を許 さない とい う同州 の意思表示 であ った。」 と述 べて いる。

3「 ホルス トン条約」(1791年)

も うひ とつ の南部 の有力 な部 族で あ るチ ェロキー は、 スペイ ン と友好 関係 に

あ り、 また イギ リスの宣伝 活動 の対象 ともな っていた。 チェ ロキーの幾 つかの

バ ン ドは、独立革命 後 にオ ハイオ川北部 に移住 していたが、 イギ リスは、彼 ら
3p

を介 して南部 のイ ンデ ィア ンとの関係 を維持 していた。 ノース ・カロ ライナ に

お けるホー プウェルの条 約侵害 に業 を煮や していた連邦政府 は、1791年7月2

日、ホルス トン川(HolstonRiver)と フ レンチ ・ブロー ド(FrenchBroad)と

の 合流 点で、チ ェロキー ・ネー シ ョン との1785年ll月28日 条 約の改定 に漕 ぎっ

け、 「恒 久 平和 と友 好」 条約 を締 結 す る こ とに な る。 「ホ ルス トン条 約」(the
32)

TreatyofHolston)と 呼 ばれ る。全16箇 条か ら成 る条約 は、上記ニ ュー ・ヨー

ク条約 をほぼ踏襲 して いる もの と言 え るが、条約 第5条 は、 条約 当事者 の境界

線 を定 め、 その第3文 で、合衆 国が、 チ ェロキーに一定 の有益 な物資及 び年間

1,000ド ル の支給 一 ク リンチ川(ClinchRiver)東 南 の2,660,000エ ー カー の

土地譲渡 との引換 一 を行 うと約束 して い る。第5条 は、合 衆国市 民及び その

居住者 のワシ ン トン地 区か らメ ロ(Mero)地 区 に至 る道路の無害通行権 及 びテ
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ネ シー川(TennesseeRiver)の 無 害航行権 を規定 して いる。第6条 は、合衆国

が チェ ロキーの土地で の交 易の全権 を有す る とし、第8条 は、合衆 国市民又 は

非 イ ンデ ィアンがチ ェロキーの土地 へ定 住 した場 合、合衆 国の保護 を受 ける権

利 を失 い、チ ェロキーが違反者 を処罰 し得 る と定 めてい る。第14条 は、チ ェロ

キー ・ネーションの文明化の一端 として、牧夫及び農耕者の育成に助力する旨

を規定 している。
33)

ところで、合衆 国最高裁判所 は、1832年 判 決 のWorcester事 件 判決 でホ ルス

トン条 約 を解 釈 し、当該条 約 の当事者 の平等性 とその 「相互 の 同意 」(mutual

consent)を 力 説 して いが、法廷意 見 を執筆 した マーシ ャル判 事(Marshall,J.)

は、 当該条約 の諸条 項 には、 「政 府 自体 に権能が ある として認 め られた国家 との

み交 わ され る条項 が見 出され る。従 って、チ ェロ キー ・ネーシ ョンの国家 とし

ての性格及び自治権 を認め、それ故に、彼 らの土地を保証 し、保護義務 を引受

け、並びに当然のことながら合衆国の保護に対する信義を誓約 している本条約

は、 しば しば更 新 されて きて お り、い まや 完全な る効力 を有 す るのであ る。」 と
34)

判示 してい る(傍 線、筆者)。

また、合衆 国第八巡 回区控訴裁判所 は、 その1897年 判 決で あるRaymondv.
35)

Raymondで 、1893年6月5日 にチェロキー ・ネーションの純血のインディア

ン男性(JesseB.Raymond)と の異民族結婚の結果、養子縁組(adoption)に

よ り当該ネーシ ョンの構成 員 となった合衆国市民た る白人女性(ElizaE.

Raymond)が 、離婚訴訟を合衆国裁判所に提起 した ところ、本件原告女性は、

依然 として合衆国市民であるが、当該養子縁組は、養子縁組された者 と当該部

族の他の構成員 との間の訴訟 に関 して連邦裁判所の管轄権を排除するとする判

決を下 している。判決の中で、第八巡回区裁判所 は、上記ホルス トン条約第8

条に言及 し、「〔条約第8条 の〕規定が、その後修正されてきたということは、本

件の争いにとって実質的な事柄ではない。それは、後の条約が示すように、一

世紀以上にわたって本件インディアン部族が、地方の問題を規制 し、部族自身

の人民 と部族に所属する者の人身及び財産を保護 し、並びに彼らの相互の権利

及び義務 を裁決する排他的権利を主張し、合衆国はこれを保護 し、及び保証 し

て きた こ とを示 す もので あ る。」

ヨの

と判示 してい る(傍 線、筆者)。
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lV「 フ ォー ルン ・テ ィンバー ズの戦 い」 と1795年 「グ リー ンヴ ィル条約」

1「 フオール ン ・テ ィンバ ーズの戦 い」(1794年)

ウ ィル コンブ ・E・ ウォシ ュバー ン(WilcombE.Washburn)と ヘ ーガ ンの

著書 を頼 りに、今再 びオハイオ川 一 オハ イオ川 こそ、 アメ リカ独立革命 当時、

その北 西部地域 に居 住す る諸部 族 に とって最後 の抵抗線で あった 一 の北部乃

至北西部 イ ンディア ンに目を向 けて み よう。

合衆 国憲法 の発効 は、北部 イ ンデ ィア ンの関心 を惹 くもので はなか った とさ

れ る。 入植 者た ちは、相変 わ らずイ ンデ ィアンの土地へ の侵 入 を繰 り返 して い

た。条約 が、 よ り多 くの土地 を インディ アンか ら獲 得す るための単 な る手段で

ある限 り、交渉 に よって平和 を生み 出す こ とは、 到底で きない相談で あったの

で ある。条 約 の交渉 過程 の一例 を挙 げ ると、重要 な部族が代表 を送 らず、 しか

も最終会議 で は、アメ リカ側 は部族 間の分裂 に乗 じ、 自 らが欲 しい ものを手 に

入れ たので ある。 イ ンディア ンの 中で も、或 る者 はオハ イオ川 を境界線 として

確 保す るこ とを望 み、或 る者 は その境界線 は既 に消滅 してい る として更 に西方

に境界線 が引かれ るべ きだ と主張 したので あ る。1789年 、 オハ イオ川 北方の ア

メ リカ軍指揮官 ジョーサイア ・ハ ーマー(JosiahHarmar)将 軍 は、懲罰遠征隊

をイ ンデ ィアン地 区に投入 す るこ とに よって インデ ィアン問題 の解決 を図 ろ う

とし、1790年 秋 には、マイア ミ族(Miami)、 シ ョーニー族(Shawanee)と の問

で戦闘が行 われた(遠 征が開始 されてから5週 間後に、出発点に後退。)。1791年10

月 には、陸軍少将 に任命 された総督 アーサー ・セ ン ト・クレア(ArthurSt.Clair)

が 、 ハ ーマー将軍 よ り大 きな部 隊 を率 いて北へ と進 んだ(モ ーミー(Maumee)

川沿 いの応戦で恐慌状態に陥って南部へ潰走。)。ハ ーマー軍 とセ ン ト ・クレア軍 に

勝利 したイ ンディア ンの戦士 た ちは、代償 を払 って平和 を購 うつ もりは毛頭 な

く、 オハイオ川 を境 界線 とす る とい う主 張 を断 固譲 らず、合衆 国使節 との会談

も拒否 したので あ る。

威信 を痛 く傷つ けられた ワシン トン大統領 は、オハイオ川峡谷地 方のインディ

アン諸部族 に講和使 節 を派遣 し、合衆 国が、 インデ ィアンか らその土地 を奪 っ

て、 この国か ら追 い出 そ うと望 んで はいない と彼 らに保証 したが、大統領 は、

「我 われは、文明生活の全 ての祝福 をあなたた ちに分 ち与 え、 土地 を耕 作 し、 ト

ウモ ロ コシ を栽培 し、牛や馬 や その他 の家畜 を飼 育 し、心地 よい家 を建 て、子
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どもたち を教育 し、 いつ まで も この国に居住 す るこ とを、 あなた たち に教 える

機会が あれ ば嬉 し く思 うもので あ る。」 と述べて いる。 しか し、合衆国西部局軍

司令官で あったジ ェームス ・ウィルキ ンソン(JamesWilkinson)将 軍 は、一方

で、 「イ ンディアン ・ネーシ ョンを、征服 ない し撲滅」 したい との欲望 を否認 し

なが ら、他方で 、マイ ア ミ、シ ョーニー、 デ ラウ ェア、 オタ ワ、 ワイ アン ドッ

ト、 ポタ ワ トミ、 ヒューロ ン(Huron)、 チ ッペ ワの各部族 に対 して、合衆国 は

や ろ うと思 えばイ ンデ ィアンを蛾滅 で きると警 告 し、 「合衆 国の戦闘員 は、森 の

中の木 の数 ほ ど沢山 いる。彼 らの 肉 とパ ンは、牧 草地や農場 で育 ち、 そ して彼

らは、 武器 と弾 薬 を自分 たちで捧 え る。」 とイ ンディア ンに語 った と言 われ る。

彼 は、 セ ン ト ・クレア軍 の敗 北 に も拘 らず、 白人 には多数 の軍隊が存 在 し、セ

ン ト ・ク リアが や り損 った こ とを成功 させ るため に、軍 隊を派遣 す るこ とがで

きる と主張 したので ある。 事実、 ワシ ン トンは、再度 の遠 征隊の派遣 が必要 と

判断 し、独立革命 戦争で 名を馳せた ア ンソニ ー ・ウェイン(AnthonyWayne)

将 軍 率 い る強力 な遠征軍 を派遣 したので ある。

シ ョーニ ー、 マイ ア ミ、旧北西部 の諸 部族、 少数の ク リー ク とチェ ロキー、

カナダ商人 たちか ら成 る総数2,000人 の イ ンデ ィアン連合 軍が 、対峙 したが、

1794年8月20日 の 「フォ ール ン ・テ ィ ンバ ー ズ の戦 い」(BattleofFallen

Timbers)一 現 在 のオハ イオ州 トレ ド(Toledo)近 くのモー ミー河畔 一 にお

いては、イ ンデ ィアンたちの戦意 は上が らず、 イ ギ リス側 も遠征軍 に挑戦 しよ

うとはせず 連合 軍 は、イ ギ リス軍 が駐 屯す るマイ ア ミ砦 に助 けを求めたが、

アメ リカ との戦 いを恐れ たイギ リス軍が、 その門を開 くことはなかった 、彼

らイ ンデ ィアンは、 アメ リカ軍が村落 を焼 き払い、 トウモロ コシ貯蔵所 を全滅

させ 、徹 底 した焦土作戦 を展 開す るのを見守 るしか術が なか った とい う。冬が

近づ くと、飢 えて鑑襖 を纏 ったイ ンデ ィアンの代 表団が 、ウ ェイ ンを訪ね、平

和 を請 うたのであ る。 ここに、遂 にオハ イオ川の抵抗線が決壊 し、 「イ ンディア
ヨの

ンの独 立戦争」 は その幕 を閉 じた のであ る。

2「 グ リー ンヴィル条約」(1795年)

フ ォール ン ・テ ィンバ ーズの戦 いの結果、1795年8月3日 、交渉 の席 に着 い

た北西部 インデ ィアン12部 族 の族 長 とウ ェイ ン将軍 との問 に、 「グ リー ンヴィル
38)

条 約 」(theTreatyofGreenville)が 結 ば れ る(全10箇 条)。 こ の 条 約 に よ っ て 、



ア メ リカ ・イ ンデ ィァ ン法 の歴 史 143

当事者 の境 界線 は、は るか北 方 と西方 に引かれ、 その南東 の広 大 な地域 が合衆

国 に永 久に譲渡 され、 デ トロイ ト、 シカ ゴ、 ヴ ィンセ ンス とい った要衝 付近の

土地 も、合 衆国 に譲 渡 され た(条 約第3条)。 インデ ィアンは、更 に西 方 に後退

を余議 な くされ ていった のであ るが 、かたや 白人 入植 者 は、 オハ イオ川 を易々

と越 え、その支流 を渕 って押 し寄せ 、彼 らは、或 い はニ ュー ・イ ング ラン ドや

ニ ュー ・ヨー クか らニ ュー ・ヨー ク西部 を経 てオハイオ川 を下 り、或 いはペ ン

シル ヴ ェニ アか ら西進 し、或 い はケ ンタ ッキーか ら北上 し、 オハ イオか らイ ン

デ ィアナ、イ リノイへ と進 んだので あ る。

署名 した部族 は、 ワイア ン ドッ ト、 デ ラウェア、シ ョーニー、オ タ ワ、チペ

ワ、 ポ タワ トミ、 マイ ア ミ、 イール ・リヴァー(Eel-River)、 ウ ィァ(Wea)、

キカポー(Kickapoo)、 ピ アンカシ ョー(Piankashaw)、 カ スカスキア(Kaskaskia)

の 各 部族 で ある。 第4条 第1文 は、土地 の譲渡及 び その放棄 の見返 りとして、

「合衆 国は
、1783年 に彼 らとの 間に締結 された講 和条約 において、合衆国及 び大

英帝国 国王 によって同意 された境界線 に従 って、 オハイ オ川 の北方、 ミシ シッ

ピの東方及 び五大湖(GreatLakes)の 西方並 びに南方の その他 の全てのインディ

アンの土地 に対 す る請 求 を放棄す る。」 とし、同条第2文 は、各部族 に毎年一定

額(部 族によって1,000ド ルか ら500ド ル)の 支給 を行 う旨を規 定 してい る。第5

条 は、 第4条 で合衆 国が放棄 した イ ンデ ィアンの土地 に関 す る誤解 を避 けるた

め、 「放棄(relinquishment)と は、これ らの土地 に対す る権 利を有 す るインディ

ァン諸部族 が、 当該 土地 を彼 らが望 む ところに従 って狩猟、植 栽並 びに居 住の

た めに平穏 に享有 す るこ とをい う。 これ らの部族 若 し くはそのいずれ かが、彼

らの土地 又 はその一 部 を売却せ ん とす る場 合、合衆 国 に対 しての み売却 で きる

もの とす る。か か る売却が行 われ る までの間、合衆 国 は、合衆 国 の全 ての市民

及 びイ ンデ ィアンの土地 に不 法侵入 す るその他 の全 ての 白人 か ら、静穏 に当該

土地 を享有 し得 る よう保護 を与 える もの とす る。 更 に再 び、 当該 インデ ィアン

は、 自 ら合衆国 の保 護下 にあ るこ とを……認 め る。」 と規 定 して い る 一 後 に、
s9)

この規定 の解釈 をめ ぐって最 高裁判所 におい て争 われ る ことにな る 一 。

3尚 、1794年ll月ll日 に は、大統領 ワシン トンによって任命 された ピカ リ

ング(TimothyPickering,1745-1829)大 佐 と六部族連 合の族長(Sachem)と
40)

の問に新たな条約の交渉が行われ、合衆国は、ニュー ・ヨーク州 との条約 にお
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いてオ ネイ ダ(Oneida)、 オ ノンダガ(Onondaga)及 び カユガ(Cayuga)の 各

ネ ーシ ョンに保留 された土 地 を承認 し、 当該 土地 を彼 らの財産 として保 留地

(reservation)と 呼 ぶ こととし(第2条)、 セネカ ・ネーシ ョンとの境界 を取 り決

めてい る(第3条)。 そ して同条 約第4条 は、六部族 に対 して以後合衆 国の境界

内の土地 に対す る請 求の放棄 を約束 させ、第6条 は、1792年4月23日 条 約(未

公表。上院で批准された形跡が存在 しない。)で 約束 された1,500ド ル に3,000ド ル

追加 し、合計4,500ド ル を支給す る旨を規定 している。附則で は、合衆国 は、ネー

シ ョン、部族又 は家族 に介入す る ことはない としてい る。 また、1796年5月31

日、 ニ ュー ・ヨー ク市 でカ ナダ の7ネ ーシ ョン(SevenNationsofCanada)
41)

との条約 が締結 され、7ネ ーシ ョンは、ニ ュー ・ヨー ク州 内の土地 に対す る全

て の請 求、権利及 び権原 を放 棄 させ られて い る。

Vイ ンディアン交易及び通商規制法の制定

1概 説

本章の時代区分の期間に、合衆国議会は、合衆国憲法第1条 第8節 第3項(イ

ンディアン通商条項)を 通 して、インディアン問題を処理する多 くの法律を制定

しているが、中でも重要な法律がいわゆる 「インディアン交易及び通商規制法」
42)

(lndianTradeandIntercourseActs)で ある。 これ らの法律は、合衆国憲法第

6条 第2項(最 高法規条項)の 下での条約 と同じ地位を付与されてお り、 これ

ら連邦法律は、 この時代を通 じて連邦政策を実施 した諸条約 との関係 において

解釈されなければならないことになる。

辺境の秩序だった発展に対する連邦の責任は インディアンに対する責任

ではなく、辺境における無法なる白人に対する国家 としての責任 一 、インディ

アン政策が形成 された本稿で論ず る時代のインディアン立法に反映されてお り、

合衆国議会の立法的関心事は、特にインディアンのテリトリー内での非インディ

アン(non-Indian)の 活動を、いかに規制するかにあったと言えよう。これま

で見てきた ところから明 らかなように、独立以前の植民地政府自体からして、

違法行為 と強奪が罷 り通った白人による無制約なインディアン部族 との交易を

規制する必要性を、痛感 していたのである。
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2「1790年 法」

インディアン問題の分野における実体的権利及び義務を特に規定 した最初の

合衆国議会の立法は、その第1議 会が、1790年7月22日 に制定 した 「インディ

アン部族 との交易及び通商を規制するための法律」(「第一次交易及び通商規制法」
asi

(thefirstTradeandIntercourseAct))で あ る。本法及 びその後 の一連の交易

及 び通 商規 制法 は、当初 は諸条 約の履行 と手 に負 えない 白人 に それ らを強制す

る ことに向 け られていたが、 その後、徐 々 に連邦 のイ ンディア ン政策 の基 本的

要素で あ る①連邦 に よるイ ンデ ィア ンの と交易規制 、②公式 の手続 に従 った連

邦の政府 吏員 によ る場合 を除 くインディ アンの土地 の購入禁 止、③非 イ ンディ

アンによってイ ンディアン対 して実行 された犯罪(crimes)及 び侵害(trespass)

に対 す る処罰 をその内容 として いる。 そ して、本 法の制定 を もって立法 者 は、

合衆国議会 に 「イ ンデ ィア ン部 族 との通 商 を規制 す る権 限」 を承 認 す る合衆国
44)

憲法第1条 第8節 第3項 に対 す る実践 的解釈 を与 えたので あ る。

全7箇 条か ら成 る第一次交易及 び通商規制法 似 下、「1790年法」 ともいう。)の

内容 は、以下 の通 りで ある(抄 訳)。

第1条 何人 も、部局監督官(superintendentofdepartment)若 し くは合衆

国大統領 が任命 す るその他 の者 の署 名捺 印の下 に、交易 若 し くは通 商の 目

的のた めの許可 証(license)を 得 るこ とな く、イ ンディ アン部族 と当該行

為を行 うことは許されない。当該監督官若 しくは合衆国大統領が任命する

その他の者は、監督官、許可証発行者若 しくは合衆国大統領 によって承認

された1人 若 しくはそれ以上の保証人(surety)と 契約を結ぶ相応なる全て

の者に、インディアン部族 との交易及び通商の管理目的で現在制定 され若

しくは以後制定 される規則、行政規則及 び制限の誠実な遵守を条件に、合

衆国の使途のために、当面合衆国大統領 に支払われ る違約金1,000ド ルで、

許可証 を発出する。……いかなるその他の者 も、上で規定 された許可証を

持たずして、インディアンとの交易若 しくは通商を行 うことを認められな

い。許可証は、2年 を超えない期間をもって付与される。但 し、大統領は、

自ら適切 と考えた場合、合衆国市民 によって居住地の周囲を取 り囲まれて

いる部族に関しては、許可証なくして通商を保証する命令を定めることが

で きる。



146

第2条 監督官若 しくは許可証発行者は、許可 されたる者がインディアン部

族 との交易及び通商の管理目的で制定された行政規則若しくは制限に違反

した場合、発出された全ての許可を取消す全権 を有 し、及び保証における

条件を直接に侵害 したとして、保証人に対 し訴訟を提起するものとする。

但 し、許可証が取消されたる者は、公判において本法の規定若 しくはイン

ディアン部族 との交易に関する行政規則に違背することはできず、新たな

許可証を取得する権利が付与される。

第3条 インディアンとの交易を試みん とし、本法の規定に従って許可を得

ることな く、通例インディアンに販売された商品を占有 してインディアン・

カントリー内で発見され、審理に服 されるべ く相当の裁判所において有罪

を宣告され る全ての者は、インディアンに対 して販売 目的に提供 された当

該商品を没収 され、当該没収物の利益の2分 の1は 、訴追されたる者に、

他の2分 の1は 、合衆国に帰属する。

第4条 合衆国内の個人 としてのインディアン、インディアン ・ネーシ ョン

若 しくは部族によって行われるいかなる土地の売却 も、当該土地に対する

先買権の有無に拘 らず、土地売却が、合衆国の権限に従って締結 された何

らかの公式な条約に従って行われ、及び正当に執行されない限り、いかな

る人若 しくはいか なる州に とって も、有効 とは見倣 されない。

第5条 合衆 国又 は合 衆国 のいず れかの連邦領 の地 区(territorialdistricts)

の 市 民若 し くは住民 が、イ ンデ ィア ン ・ネーシ ョン若 し くは部族 に帰属す

るタ ウン、居住地若 し くはテ リ トリー(town,settlementorterritory)に

立 ち入 り、 当該場所 で平 穏及 び友好 的な イ ンデ ィアン又は複数 イ ンデ ィア

ンの人身若 しくは財産に対 し、いずれかの州の管轄権内で又は連邦領の地

区の管轄権内で当該場所の市民若 しくは白人居住者に対して犯された場合

に、当該州又は当該地区の法律によって処罰 される犯罪若 しくは違法行為

を犯 した場合、当該犯罪者若 しくは複数犯罪者 は、犯罪が彼若 しくは彼女

が所属する州又は地区の管轄権内で当該場所の市民若 しくは白人居住者に

対 して犯された場合に科 されると同一の刑罰 に服 し、及び同一の訴訟手続
45)

によって審理 される(傍 線、筆者)。

1790年 法の各々の規定は、様々な部族 との問にこれまでに締結 された諸条約
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で合衆 国が引 き受 けた義務 を、履行 す るもの と言 うこ とが で きる。交易 に関 し

て言えば、例 えば1778年9月17日 の 「デ ラウェア族 との条約」(theTreatywith
46)

theDelawares)第5条 は、 デラウェア ・ネ ーシ ョン との交易 は、合衆 国によっ

て任命 された誠実 で、職務 に忠実 な、そ して不偏不 党の政府職 員 によって処理

され る旨を規定 してい る。 そ して、1790年 までのイ ンデ ィア ン部族 との全 て の
　の

条約が 、交易者 に対す る合衆 国議会 に よる規制 を定 めて い るところで あ る。 ま

た、合衆 国のみが インディ アンの土地 を購入 す る ことがで きる とす る1790年 法

第4条 に類 す る規定 も、 これ までの条約 に見 出され るところであ り、例 えば1789

年1月9日 の フォー ト ・ハーマー(FortHarmer)で の 「ワイアン ドッ ト、 デラ
48)

ウェア、オタワ、チッペワ、ポタワ トミ及びサックとの条約」第3条 は、「アメ

リカ合衆国は、本文で、第1条 で規定された境界線の問の全ての土地に関して、

当該ネーシ ョンに対する各々の請求を、当該インディアンが居住 し、狩猟 し及

び彼 らが望む ところに従って占有で きるよう放棄する。但 し、当該ネーシ ョン

又はそのいずれかは、上記土地若 しくはその一部を、合衆国を除 くいかなる主

権国家、主権国家の臣民若 しくは市民又は合衆国の臣民若 しくは市民に対して、

自由に売却又は処分することはできない。」と定めている。更に1790年 法第5条

に関 して言えば、1790年 法が可決されるまでにほとんどの条約において当該条

項 と同様 の規定が置かれてお り、例 えば1785年ll月28日 のホープウェル
avi

(Hopewell)で 締 結 され た 「チェロキー と条約」(TreatywiththeCherokees)

第7条 は、合衆 国市民又 はその保護下 にある者 が、イ ンデ ィアンに対 して強盗 、

謀殺又 はその他 の死 刑 を科 し得 る犯罪(capitalcrime)を 犯 した場合 、合衆国

市民 に犯 罪 を遂行 した者 と同様 の方法 で、チ ェロキーの複数 人の 出席 の下で処
so)

罰 され ると規定 してい る。

フラ ンシ ス ・P・ プルーハ(FrancisPaulPrucha)は 、 法律の極 めて重大 な

条項 は、辺 境で の戦 いの危機 に対処 した もので あ る。諸条項 は、境界線 の背後

にあるテ リ トリーに対す るイ ンデ ィア ンの権 利 を保 障 したイ ンデ ィア ン との条

約が、合衆 国 によって遵守 され なか った とい う責任 に対 す る回答 を定 めた もの

で ある と言 え よう。諸 法律 は、 「イ ンデ ィアン」法で はない。 すなわち、 それ ら

は、 インディア ンとの交易及 びその土地 の売却 のみに制限 して いるのであって、

イ ンデ ィア ンに間接 的 にのみ触 れた のであ る。立 法 は、寧 ろ、直接 的に辺境の
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法律を守らない白人を名宛人にしてお り、イ ンディアンとの間に結ばれた神聖

なる条約 を、彼 ら白人が侵害することを防御する目的を持っていると評 してい
51)

る。従 って、本 法 は、 インデ ィアンそれ 自体 を規 制す るので はな くして、 む し

ろイ ンデ ィアンの凌辱 とイ ンデ ィア ンと白人 との間の紛争 を回避 す る目的 を有

してい る と言 え よう。

3「1793年 法 」

合衆 国議 会第2議 会が、1793年3月1日 に法律 第19号 として制 定 した 「イン

デ ィア ン部族 との交易及 び通 商を規制す るための法律 」(「第二次交易及び通商規

制法」(thesecondTradeandIntercourseAct))(以 下 、「1793年法」ともいう。)

は、1790年 法 の文言 を少 し く改正す る と同時 に、拡大 、強化す る内容 とな って
52)

いる。以下、全15箇 条から成る1793年 法の抄訳を挙げる。

第5条 〔合衆国又は合衆国のいずれかの連邦領の地区の〕市民若 しくは住民が、

インディアン部族に帰属する土地に居住 し、土地を探査 し、若 しくは居住 目

的をもって、樹木若 しくはその他の方法で境界を指定しようとした場合、100

ドル以上1,000ド ル未満の罰金を科され、裁判所の面前でなされる審理で、

当該裁判所の判決で12ヶ 月を超 えない期間で自由刑を科され る。更に、合

衆国大統領が、インディアン部族に所属する土地に居住 し、若 しくは以後居

住 し、又は当該行為を試みようとする合衆国の市民若 しくは住民を、当該土

地か ら立ち退かせることが必要 と判断 した場合に一定の措置をとることは、

これを適法 とす る。

第6条 何人 も、インディアン又はインディアンのテリトリーに居住する白

人が所有す る馬を、購入目的のための特別の許可を得 ることな く購入する

ことは認められない。監督官若 しくは大統領が任命するその他の者 は、以

後、本法の下で付与されるその他の許可 と同一の期間、条件及び制限に従っ

て、許可書を付与する権限を与えられる。許可に従って馬若 しくは複数の

馬を購入する者 は、当該馬を公然 と売 りに出すに先立って、及びインディ

アン ・カントリーから持ち出す15日 以前に、購入 した馬 ごとに色、身長及

びその他の自然若 しくは人工の標を……監督官若 しくは許可を与えたその

他の者に回答 しなければな らない。特別の許可な くインディアン ・カン ト

リーで馬若 しくは複数の馬を購入し、合衆国市民の入植地 に持ち込んだ者
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は……50ド ル以上100ド ル未満の罰金を科される。……

第7条 吏員若 しくは監督官又は交易若 しくは馬の購入の許可権限を与えら

れたその他の者は、イ ンディアンとの交易並びにインディアンか らの及び

への馬の売買に、いかなる利益若 しくは利害関係 をもってはならない。本

条に違反 したる者は、1,000ド ルの罰金を科され、裁判所の面前でなされる

審理で、当該裁判所の判決で12ヶ 月を超えない期間で自由刑を科 される。

第9条 友好的なインディアン部族の問に文明化 を推 し進め、彼 らの友好性

の維持 を保証するために、合衆国大統領が、適切 と判断する割合で有益な

家畜及び農具を当該部族に与え、及び商品又は金銭を付与 し、並びに適切

と判断するインディアンの問で生活する臨時の吏員を任命することは、こ

れを適法 とする。但 し、贈物及び当該吏員の手当の総額は、1年 につき、

2,000ド ルを超えてはな らない。

第13条 本法のいかなる規定 も、合衆国の市民の入植地によって取 り囲まれ

た土地及び各々の州の管轄権 内にある土地に居住するインディアンとの交

易及び通商を妨げるもの と解釈されてはならない。〔インディアンは、州の交

易規制には服さないの意〕

4「1796年 法」及び 「1799年法」

1796年5月19日 、合衆国議会第4議 会が、法律第30号 として制定 した 「イン

ディアン部族 との交易及び通商を規制 し、並びに辺境の治安を維持するための

法律」(「第三次交易及び通商規制法」(thethirdTradeandIntercourseAct))
63)

(以下、「1796年法」ともいう。)は、1793年法に修正を加えた上で、種々のインディ

アン部族 と合衆国との条約で確定された境界線を確認 し(第1条)、 更にインディ

アンの土地での家畜の追い込みの禁止(第2条)、 州境を越境 し罪を犯 したイン

ディアンに対する連邦法に基づ く処罰の規定(第14条)、 刑事管轄権に関する規

定(第15条)等 を新たに置いている。全22箇 条か ら成 る1796年 法の箇条を挙げ

る(抄 訳)。

第2条 狩猟又は何 らかの方法で鳥獣 を棄損する目的をもって、〔第1条 で定

められた〕境界線を越え、若しくは立ち入 り、又は合衆国との条約でインディ

アン部族 に割当てられ(allotted)若 しくは保証 された土地に、馬若しくは

家畜を放牧する目的をもって、追い込み若 しくは他の方法で運搬 したる合
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衆国若 しくは合衆国の連邦領の地区のいずれかの市民若しくはその他の居

住者は、100ド ル以下の罰金若 しくは6月 以下の自由刑を科 される。

第3条 合衆国のいずれかの総督、辺境地域の直近の駐屯地を指令する合衆

国軍隊の将校若 しくは合衆国大統領がその都度付与する権限を認めるその

他の者か ら取得 した旅券を所持せず して、オハイオ川の南方のインディア

ン部族 に前記条約 〔様々なインディアン部族 と合衆国との条約〕で割当て られ

若 しくは保証 されたカントリーに立入った合衆国若 しくは合衆国の連邦領

の地区のいずれかの市民若 しくはその他の居住者は、50ド ル以下の罰金ま

たは3月 以下の自由刑を科され る。

第4条 〔合衆国若しくは合衆国のいずれかの連邦領の地区の〕市民若 しくは住民

が、インディアン ・ネーシ ョン若しくは部族 に所属 し、又は合衆国との条約

で保証されたタウン、居住地若しくはテリトリーに立ち入り、当該場所で平

穏及び友好的なインディアン若しくは複数インディアンに対して、州の管轄

権内で合衆国の市民に対して犯 したる場合 に刑罰を科され若 しくは法律に

よって認められず、及び敵意をもって強盗、窃盗、侵害(trespass)若 しく

はその他の罪を犯 し、インディアンの土地で発見されたる場合、IOOド ル以

下の罰金若 しくは12月 以下の自由刑 を科される。……

第6条 〔合衆国又は合衆国のいずれかの連邦領の地区の〕市民若 しくは住民が、

インディアン ・ネーシ ョン若 しくは部族 に所属するタウン、居住地若 しくは

テリトリーに立入 り、合衆国 と友好関係 にあるインディアン ・ネーション若

しくは部族に所属するインディアン又は複数インディアンを殺害することに

よって殺人を犯 し、合衆国で有罪 と決定され、死刑 とす る。

第12条 合衆国の境界内のインディアン、インディアン ・ネーシ ョン若 しく

は部族か らの土地、土地に対す る権原若 しくは請求権の購入、承認、賃貸

若 しくはその他の譲渡は、憲法に従 って締結 された条約若 しくは合意で同

事項が定められていない限 り、法律上若 しくは衡平法上無効 とする。合衆

国の権限に基づいて任命 されていない者が、合衆国の境界内のインディア

ン ・ネーション若 しくは部族によって所有され若 しくは請求され る土地の

権原若 しくは購入の目的のために、直接若 しくは間接に、インディアン ・

ネーシ ョン若 しくは部族 と当該条約若 しくは合意の交渉を行った場合、軽
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罪(misdemeanor)と し、1,000ド ル以下の罰金若しくは12月 以下の自由

刑を科される。(但書、略)

第14条 合衆国と友好関係にある部族 に所属するインディアン若 しくは複数

インディァンが、〔第1条 に規定された〕境界を越境し若しくは横切 り、合衆

国市民が居住する州若 しくは連邦領 に立入 り、合衆国若 しくはいずれかの

合衆国の連邦領の地区の市民若 しくは住民が所有する馬、複数の馬若 しく

はその他の財産を奪取 し、窃盗 し若 しくはtR損 したる場合、又は当該市民

若 しくは住民に殺人、暴行若 しくは重大な加害行為(outrage)を 犯 したる

場合、当該市民若 しくは住民、又はその代理人、弁護士若 しくは代行者は、

監督官若 しくは合衆国大統領 によって権限を付与されたる者 に、届出書を

提出しなければならならないものとし、必要な書類及び証拠 を備えて合衆

国大統領の指揮及び指図の下に、当該インディアン若 しくは複数インディ

アンが所属するネーシ ョン若 しくは部族 に弁済(satisfaction)の ために届

出書を提出するもの とする。当該ネーシ ョン若しくは部族が、8月 を超え

ない適切な時期 までに弁済 を無視、若しくは拒否したる場合、当該監督官

若 しくは上記権限を付与されたる者は、合衆国大統領に当該行為を返答 し、

侵害に対する弁済が適切であると判断される場合 に、次の手段が取 られる

ために必要 とされる当該事件に関する全ての書類及び証拠 を大統領に提出

しなければならない。相当の期間が経過 した後、合衆国は、奪取、窃盗若

しくは殿損された財産に関 し、侵害 された当事者 に、最終的弁償金を補償

す るもの とする。(但書、略)

第15条 本法に定める犯罪者が逮捕され、本法の規定に従って予審法廷にか

けられる合衆国の各々の地区における刑事訴訟について同様の管轄権 を有

す る合 衆国 の各 々の連邦領 の地 区及 び巡 回裁 判所(circuitcourts)並 び に

その他 の裁判所 の上位裁判所(superiorcourts)は 、本 法 に違反 す る全て

の 重 罪 及 び 軽 罪(crime,offenceandmisdemeanors)を 審 理 し 、 及 び 判

決 を下 す全権(fullpower)並 び に権限 を有 し、付与 され る。 当該裁判所の

訴訟手続きは、重罪及び軽罪がそれぞれの地区で実行された場合 と同一の

方法で執 られるもの とする。刑罰が死刑に相当しない全ての事件について

は、当該連邦領の地区の四季郡裁判所(countycourtsofquartersessions)
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及 びそれぞれの地 区の合衆 国地方裁判所(districtcourts)が 、他 の法律 に

反 しな い限 り、審理 し、及 び判決 を下す 同様 の権 限を有 し、付与 され る も

の とす る。 ……(傍 線、筆者)

1799年3月3日 、合衆 国議会第5議 会が法律第46号 として制定 した 「イ ンディ

アン部族 との交 易及 び通商 を規制 し、並 びに辺 境の治安 を維持 す るための法律 」

(「第四次交易及び通商規制法」(thefourthTradeandIntercourseAct))(以 下、
5

「1799年 法」 ともいう
。)は 、1796年 法 に少 しく修 正 を加 えた内容 となって いる。

5「1802年 法 」 と酒 類規制

1802年3月30日 に合衆国議会第7議 会 で法律 第13号 として制定 され た 「イン

ディア ン部族 との交易及 び通 商 を規制 し、並 びに辺境 の治安 を維持 す るた めの

法 律 」(最 初 の 「永続 的交 易及 び通 商規 制 法」(thepermanentTradeand
551

1ntercourseAct)と 呼 ばれている)似 下、 「1802年法」 ともいう。)は 、19世 紀 の

最初 の10年 の 間に合衆 国議会 に よって制定 された最 も重要 なイ ンデ ィァン立法

とされ る。 これ まで述べ た4つ の一 時的イ ンデ ィアン交易及 び通商規 制法 は、

連邦 イ ンデ ィア ン法 の主要 な政策 を詳細 に定 めて いるが、1802年 法 に追加 され

た唯一重要 な もの と思われ る規定 は、 インデ ィアンに対す る蒸留酒(spirituous

liquors)の 販 売 等の禁止 を規 定 してい るこ とであ る。

イ ンデ ィアンに対す る酒 の販売 の制 限 は、植 民地時代 の初 期 に姶 ま り、 イン

ディア ン部族 の中 にも、酒類 の消 費を抑制 しよう とす る動 きがあった とされ る。

実際 にマイ アミ族 の族長 リ トル ・ター トル(LittleTurtle)の 族 長か ら大統領 ジェ

フ ァソ ンへの1802年1月4日 の嘆願 が、記録 として残 って い る。彼 は、 白人 が

酒 類 を持 ち込 む 前 の彼 ら部 族 民 の幸 福 と 「この 致 命 的 な 毒 薬 」(thisfatal

poison)の 導 入後 の彼 ら部族民 の状 態 を比較 し、 ジェフ ァソンに 「あなた の子

どもた ち(Yourchildren)〔 イ ンディアン〕 は、 自らを制御 す る力 を持 ち合 わせ

て いない。 あなたは、 その制 御力 をお持 ちだ。 だか ら、 なに はさてお き、 この
6G)

悪弊が、除去されなければならない。」 と述べている。

1802年1月28日 、大統領 ジェファソンは、酒の販売規制について合衆国議会

に 「これらの人民 〔インディアン〕は、火酒の濫用によって彼 らの道徳、健康そ

して生存に生 じた悪影響に気づいてきてお ります。そして、彼 らの中には、火

酒が彼 らの問に出回ることを禁止することを真剣に望んでいる者がお ります 〔族
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長は、酒類を 「毒」と表現している〕。合衆国議会は、その要望を実現することが

・慈悲と寛大の精神に適っていないか否かを審理すべきであ りましょう。経

験則か ら致 しまして、火酒の乱用が、インディアンとの友好 に大き く関わ り合

う事件をしばしば引き起こしておるのは、御承知のとお りであります。」 と提案
57)

している。これを受 けて制定 された1802年 法の第21条 は、「合衆国大統領 は、

その都度、当該インディアン部族の全て又はその一部に、蒸留酒を販売若 しく

は配給することを防止 し、又は抑止するが適切 と判断する手段 を講ず る権限を
'v8)

付与 され る。」 と規定 してい る。

Vl1796年 「交易所設置法」、1800年 「友好関係維持法」

11796年 「交易所設置法」

インディアンとの交易及び通商政策の発展に関する重要なる立法 として、1796

年4月18日 に、合衆国議会第4議 会が制定 した 「イ ンディアンとの交易所
5y)

(TradingHouse)を 設置するための法律」(以下、1796年 「交易所設置法」という。)

を挙げなければならない。上で見たように、1790年 法第1条 は、交易又は通商

の目的のための許可を得ることなくインディアン部族 と当該行為 を行 うことは

許されない とし、許可証は、2年 を超えない期間をもって付与されるとしてい

たが、交易 ・通商 自体は、私人若 しくは私企業に任せていたのである。これに

対 して、1796年 交易所設置法は、合衆国の領土内の西部及び南部辺境 とインディ

アン ・カントリー内に、インディアン ・ネーションとの自由な交易目的で、政

府が所有 ・運営する交易所を設置す る権限を、大統領 に認め(同 法第1条)、 政

府主導のインディアン交易の公的遂行を意図する目的で制定されたものである。

第2条 は、「大統領は、インディアン ・ネーションとの交易において、合衆国

大統領が受理 し、及び処理することを指図する商品を、受理 し及 び処理する義

務 を負 う各々の交易所の係官を、任命する権限を与えられ る。……係官は、イ

ンディアン若 しくは複数インディアンとの交易、通商若 しくは物々交換 に直接

若 しくは間接に関わ り合い、又は利害関係を持ってはな らない。……」 と規定

し、第3条 は、係官、その事務職員並びに彼らに雇用 された者が、義務 に違反

した場合、1,000ド ル以下の罰金刑を課 し、解雇処分 に付する旨を規定 し、第5

条は、係官及び事務職員に対する支払い として、年間予算8,000ド ルの予算を組
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んでいる。そして、第4条 は、「インディアンによって供給 され、及び支払われ

るべき商品の価格は、合衆国によって供給される資本金が減少しない方法をもっ

て規制 されるもの とする。」旨を定 めている。

ところで、本法案は、合衆国議会によって幾度か拒否されているが、最終的

には、大統領ワシントンの主張で採択 されている。ワシントンは、交易をもっ

てインディアンとの友好関係 を築 くことにおける重要な要因 として捉 えていた

のである。法案をめ ぐる議会での論争は、白人交易者の貧欲 さと強欲 さ、及び

北部諸州人の狡猪 さか らインディアン保護 しようとの好意的な要望を示す一方

で、他方では合衆国議会は、富をもたらすインディアン交易による利益を、イ

ギリス或いはカナダの交易者 よりも、アメリカの関係者たちが獲得することを
60)

望んでいた とされる(交 易所制度は、1822年 まで続 く)。

2「 友好関係維持法」(1800年)

独立戦争後 もなお、 ヨーロッパ諸国とインディアン部族 とが合衆国に対抗す

るかたちで同盟関係 に入ることの脅威が、合衆国議会の大きな関心事であった。

合衆国議会は、1800年1月7日 に 「インディアン部族 との友好維持のための法
6U

律」(以下、1800年 「友好関係維持法」 という)を 制定 している。1800年 友好関係

維持法の目的は、ヨーロッパの扇動者がインディアン部族 と合衆国との交戦を

煽ることを防止するにあると言えよう。以下、全文5箇 条からなる同法の抄訳

である。

第1条 合衆国の条約及び法律の違背若 しくは違反を招来 し、又は合衆国の

平和及 び静穏を妨害する意図をもって、インディアン ・ネーション、部族

又は族長に談話、流言、音信若 しくは書簡を送 りたる合衆国又はそのテリ

トリーに居住する市民若 しくはその他の者は、2,000ド ル以下の罰金及び2

年以下の自由刑 に処す。

第2条 インディアン ・ネーション、部族若 しくは族長に対 しての又はか ら

の合衆国内に居住する人若 しくは複数人か らの又は対 しての、或いは外国

の勢力若 しくは外国の臣民、市民若 しくは官吏からの又は対 しての談話、

流言、音信若 しくは書簡をその内容 を知 りながらこれを送達 し、又は伝達

したる市民若 しくはその他の者は、2,000ド ル以下の罰金及び12月 以下の自

由刑 に処する。
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第3条 合衆国の領土内でインディアンの中に又はその他の場所に居住 し若

しくは居所する市民又はその他の者が、外国人若しくは外国の勢力がイン

ディアン ・ネーシ ョン、部族若 しくは族長に対して合衆国への戦争又は現

行の条約の侵害を引き起 こすことを懲漁せ しめる意図をもって、書簡若 し

くはその他の手段を用いて、当該外国人若 しくは外国の勢力 と通信 したる

場合、若 しくは市民又はその他の者が、合衆国政府及び合衆国大統領によっ

てインディアンとの友好的な交渉を促進 し若 しくは維持 し又はインディァ

ンと合衆国 との問題を管理するために、委員若 しくは係官 として雇用 され

及び委託され若 しくはされ得る者からインディアンの信頼を引き離 し、又

は引き離そうと試みたる場合、1,000ド ル以下の罰金及び12月 以下の自由刑

を科 される。

第4条1799年3月3日 に可決された 「インディアン部族 との交易及び通商

を規制 し、並びに辺境の治安を維持するための法律」の諸規定は、本法を
62)

実施するために、以後延長 される。……

交易所制度は、1822年6月6日 の交易者の許可書に関する規制を定めた法律
G3)

で廃止 されるに至 る。

第二節 合衆国領土の更なる拡大(1803年 ～1815年)

1総 督 八 リソンの条約交渉

1総 督ハ リソ ン

国家 の急成長 は、領 土拡大 の要求 を生 み出 し、 その要求 は、即、先住 民の土

地 に対 す る権原 を消滅 させ よう との要請 へ と繋が るもので あった。大統領 ジェ

ファソ ンは、1803年2月4日 、オハイオ川北 西部の インデ ィアンか らその権原

を失 効 させ るた めの条 約 交渉 の職 に、イ ンデ ィア ナ準州 総督(Governorof

IndianaTerritory)ウ ィ リアム ・ヘン リー ・ハ リソン(WilliamHenryHarrison,

1773-1841)を 任 命す る(1841年 、第9代 大統領に就任 している。)。1800年 か ら1812

年 まで 当該準州総 督を務 めたハ リソ ンは、 インディ アンを彼 らの父祖伝 来の土

地か ら追 い遣 ることにか けて、最 も有能 であったアメ リカ人で あった とされ る。

ハ リソ ンは、 この期 間に15の 条約締結 に関 し、 中心 的役 割 を果 た し、 結果、 こ
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れ らの諸条約によって、現在のインディアナ州及びイ リオノイ州の大部分、オ

ハイオ州の一部、そしてミシガン州及びウィスコンシン州の一部地域が、1エ ー

カー当た り、たかだか1セ ント弱 という途方 もない格安の価格で合衆国に売却

され、部族 の人民は、 これらのテリトリーに対する所有権を主張できな くなっ

たのである。条約交渉にあた り、良心の呵責を覚えないハリソンは、純朴な 「赤

い人たち」を相手に、或る時は土地の譲渡を渋ったインディアンの代表団に向

かって、インディアンが土地 を譲渡 しないならば、合衆国は軍事力を用いて土
ca)

地 を奪 い取 る ことがで きる と言 って慣 らなか ったので あ る。

ハ リソン総督 に よる領 土拡 張の 目論見 の最初 の成果 は、1803年6月7日 に現

在 のイ ンデ ィアナ州 フォー ト・ウ ェー ン(FortWayne)で オ ハイオ川北西部領

地(NorthwestTerritory)に 居 住 してい たデラウェア、 シ ョーニー、 ポタワ ト

ミ、 マイ ア ミ、 イール ・リバー、 ウ ィア、 キカポー、 ピア ンカ シ ョー、カ スカ
65)

ス キアのイ ンデ ィア ン ・ネーシ ョン と合衆国 との条約 に現れ てい るが(署 名の欄

にマイアミの リトル ・ター トル(Meseekunnoghoqoh)の 名前が見て取れ る。)、本

条約 は、初 めて合衆 国 に対 して旅行 者の便 宜の ため に接 待用 の集 会所(house

ofentertainment)の 建 設 目的 のた めに、3箇 所 の土地を 占有す る権利 を認 めて

いる。続 く同年8月13日 に は、現在 のイ リノイ州 とイ ンディアナ州の州境 ヴィ

ンセ ンズ(Vincennes)で 、 カスカス キア族(KaskaskiaTribe)と の条約 締結
es)

に漕ぎつけている。同年10月17日 、大統領 トマス ・ジェファソンは、友好的な

カスカスキア族が、そのカントリーを、農業を営むに充分なるものを当該構成

員に保留 して合衆国に譲渡 した旨を報告しているが、同条約第2条 は、「合衆国

は、カスカスキア族 を直接的な保護及び支援の下 に置き、他のインディアン部

族及びその他の者から、部族 を適切に保護す る。カスカスキア族は、以後、合

衆国の許可及び承認を始めに取得 しない限 り、いかなる他のインディアン部族

若 しくは外国に宣戦 し、又は襲撃若 しくは侵害を行わない。」 と規定 し、続 く第

3条 は、合衆国は部族への年金を1,000ド ルに増額するものとし、当該部族の族

長に家屋を建設 し、部族の聖職者にその宗教的義務 と子弟の教育の遂行のため

に、7年 間にわたって年100ド ルを、教会建設のために300ド ルを歳出すること

を約束 している(第3条)。
67)

翌1804年8月18日 の デ ラウェア族 との条約 に よって、 さらに広大 な面積 の土
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地が合衆 国 に譲 渡 されたが(第1条)、 特 に、条 約第4条 において、合衆 国 は、

デ ラウ ェア族 を同条 で定 め られた北 はホ ワイ ト川 、南 はオハ イオ川で境界 づ け

られ る土地 等の合 法的所有者(rightfulowners)と して認 めたので あ る。 しか

し、ピアンカシ ョー族(PiankishawTribe)は 、 「本条約で譲渡 されたカン トリー

の土地 に対 す るデ ラウェアの権原 の承認 を拒否 す るこ とを頑強 に主張 して きた」

(第5条)が た め、ハ リソンは、 同年8月27日 に 、 ピアンカシ ョー族 と別の土地
68)

譲渡条約を結んでいる。この条約の締結 を受けて、ジェファソンは、水源地か

ら河口までのオハイオ川の両岸の土地の合衆国による取得によって、オハイオ

川の航行船舶は、その水域に入植す る合衆国市民に とって永遠 に安全なもの と
69)

な った と合 衆国議会 に報告 してい る。

2「 セ ン ト ・ル イス条 約」(1804年)

ハ リソンはまた、当時のルイジアナ地 区のセ ン ト ・ルイス(St.Louis)に サ ッ

ク及 び フ ォ ックス ・イ ンデ ィ ア ン連 合部 族(UnitedtribeofSacandFox

Indian)と の条約交渉 に赴 いてい る。 と言 うの も、彼 らイ ンディアンが居住す る

土地 の地 下 には、銅 と鉛が 多量 に埋蔵 されて いたので ある。連 合部族 との友好
アの

条約は、1804年ll月3日 に締 結されているが(「 セ ント・ルイス条約」(theTreaty

ofSt.Louis)と 呼 ばれ る)、 「北 アメ リカ に 〔白人が〕入植 して以来、ひ とつ の条
　

約においてこれまでにはなかったほどの最も広大な土地」を合衆国は、取得 し

た と言われる(第2条 参照)。全文12箇 条から成 る条約第8条 は、「インディアン

部族 との交易及び通商を規制する合衆国法律が、既 にサ ック及びフォックスが

居住す るカン トリーに適用 され、及び当該諸法律によって何人もインディアン

問題監督官若 しくは大統領によって任命 されたその他の者が署名捺印した許可

書を持たず して、インディアン ・カントリーで交易者 として居住することがで

きないもの とする旨を規定 している場合、当該部族 は、許可書無 くして交易者

が当該部族の間に居住することを許さない旨を、約束 し及 び同意する。……」

と規定 している。

セン ト・ルイス条約は、西部のイ ンディアンとの猛烈な交渉の時代の終わ り

を告げるものであるとされ るが、条約交渉は、その他の地域では続行 され、結
アヨ　 73)

果、1805年7月23日 に チカ ソー と、 同年10月27日 に チェロキー と、 同年10月
i4)

14日 にクリークとの問に、インディアンの土地 に対する請求を合衆国に譲渡す
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る ことを約 した条 約が、 それぞれ結 ばれて い る。 土地譲渡 を約束 した各条約 の

第1条 を見 るに、 これ までの条約で は、非イ ンデ ィアンに対 して入植 して いた

イ ンデ ィアン ・カ ン トリーが斑模様 に譲 渡 されて きて いたのが、 これ ら条約 に

よって、整理統合 されて いるのを見 て取 る ことがで きる。 また、1805年12月30

日 に は、 ピア ンカ シ ョー との間 に条 約が 、1804年8月27日 条 約 に続 き、再度 、
ア5)

土地譲渡のために締結されている。

3大 統領ジェファソンの教書(1808年ll月)

この時期に結ばれた条約の条項の中には、興味を惹 く幾つかの規定 を見出す
アの

こ とがで きる。例 えば、1805年ll月16日 の 「チ ョク トー ・ネー シ ョン との条約 」

第1条 第2文 は、初 めて個 人 としてのイ ンディア ンの ために一定 の面 積の保留

地 を保 証 し 一 アルチ ラ(Alzira)、 ソ フ ィア(Sophia)、 部 族 の女性 モー リー

(Molly)が 生 んだサ ミュエル ・ミッチェル(SamuelMitchell)の 娘 た ち とい う

名前 が挙 が って い るが、一 体 ネー シ ョン に とって いか な る存在 で あ った ろ う

か 、更 に、第2条 は、部族 の酋長(Mingo)た ち が商人や交易者 に負 った負

債 の解 消、家畜及 び その他 の財産 の略奪 の補償 のた めに、48,000ド ル が合衆 国

によって支払われ る旨約束 され ている。また、1808年ll月IO日 に署名 され た 「グ
　

レー ト・アン ド ・リ トル ・オセー ジ(GreatandLittleOsage)と の条約」第3

条 は、 オセ ージ ・ネ ーシ ョンの使用 のた めの鍛冶 屋、武器修 繕用道具 及び農業

用具 の供 給、馬 力製粉所 、水 力製粉所並 び に族長 の家屋建 設等 を合衆 国が請負

うとし、同第12条 は 「オセ ージの族 長及 び戦士 は、大 オセ ージ ・ネー シ ョンの

み な らず小 オセ ージ ・ネーシ ョン も、 これ までに合衆 国 と友好関係 に入 ってい

ないいかな るイ ンデ ィアンのネ ーシ ョン若 しくは部族 に も、銃、弾薬 若 しくは

戦争 の用 に供 され るその他の物 を提供 しない ことを約束 し、及 び同意 す る。」 と

規定 してい る。

大統領 ジ ェファソンは、1808年ll月8日 、彼の最後 とな る教書 を合衆国議会

に送 り、 「我われ インディア ンの隣人 との問 に、治安 が着実 に保 たれて きて お り

ます。 時 として個 々の非行 が罷 り通 って はお ります るが、 どう見 て もそれ は、

ネ ーシ ョンの意 志の発露 ではあ ります まい。 ミシ シッピ川 の彼岸で は、 アイオ

ワ(Iowa)、 サ ックそ してア ラバ マ(Alabama)が 、 合衆国市民 を殺害 した彼 ら

部族 の中の被疑者 を裁判 と処罰の ために 〔合衆国に〕引渡 して きて おるので あ り
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ます。 ミシシッピ川の此岸では、クリークが同じように殺人者の逮捕に努め、

チ ョク トーが、その部族の人民によって無秩序に実行された略奪行為に関する

友好的及び正当なる計画の準備 を表明し、望んでいるところであ ります。……

チェロキー ・ネーションの2つ の勢力の一方は、合衆国の市民権 を取得 し、我

われの法律 と政府の下に、我われ と提携 しようとその思案を重ねておる最中で
アゆ

あ ります。」 と意気軒高 に述べ てい る。 しか し、 インディア ンとの関係 は、北西

部 において も 一 フォール ・テ ィンバ ーズの戦 いの後、 インデ ィアンの独 立戦

争 は幕 を閉 じて いた とは言 え 一 、 また南部 において も、 い まだ深刻 な情 況下

にあったので ある。

llイ ンデ ィアン ・ナ シ ョナ リズム

1預 言者 テ ィカム シ

1794年8月 の フォール ・テ ィンバー ズの戦 いの あ と、 旧北西部 イ ンデ ィアン

(IndiansoftheOldNorthwest)に 加 え られた 白人 に よる公 式及び非公式 の執

拗な圧力 は、イ ンデ ィアン ・ナシ ョナ リズム(Indiannationalism)と イ ンディ

アン改革(Indianreform)の 運 動 を導 き出す こ とになる。 そ こで想起 され るの

が、預言者(Prophet)と 呼 ばれた シ ョーニ ー族 とク リー ク族 の血 統 をひ くティ

カ ムシ(Tecumseh,1768-1813)と そ の兄 弟 ラ ウレワシ カウ(Laulewasikau)

で あ る。 ティカムシ兄弟の託宣 は、 インデ ィア ンの悲運 は、飲酒、 旧習の放 棄、

内部分 裂、 そ して 白人へ の土地 譲渡 に よる部族 の狩猟 場 の喪 失 によって引 き起

こされ た もので あ るとい うにあ る。彼 らは、や めな けれ ばな らな い腐敗 の ひ と

つ として、織物衣類 の着用 をあ げ、 旧来 の皮革衣類 に帰れ と勧 めて い るが、更

に重要 な こ とは、イ ンディア ンが狩猟 してい る土地 を所有 し、 この土地 を 白人

に売却 す るこ とがで きる とい う白人 が押 しつ けた考 え方 を、 拒否す る よう説 い

た こ とであ る。テ ィカシムは、 「偉大 なる聖霊(GreatSpirit)は 、 その子 どもた

ちに所与 の地域 の領 有権 を与 え給 うた。 それ故 に、いか な る部族 も、 或い は部

族の一部 も、全 イ ンデ ィア ンの同意 な くして、土地 の権原 を合衆 国 に譲 渡す る

こ とはで きない。」と主張 したのである。ティカムシの旗の下に集結 したインディ

アン部族 の大 同団結 は、北西部 の土地 に対す るイ ンデ ィア ンの権 利 を消滅 せん
i9)

とす るハ リソンに とって、重大 な挑戦 とな ったのであ る。
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ハ リソン総督 は、 ティカムシ兄弟 が、全て のイ ンデ ィア ン部族 に対 して彼 ら

の土地 を手放す ことを思 い止 ま らせ る前 に条約締結 を迫 り、1809年9月 、 フォー

ト・ウ ェイ ンに、デ ラウェア、 ポタ ワ トミ、 マイ ア ミそ してイー ル ・リバ ー ・
80)

マ イア ミ(EelRiverMiami)の 各 指導者 を招集 し、1809年9月30日 の 条約で、

約2,600,000エ ー カーの土地 を要 求 したので あ る(第1条)。1ヶ 月後 の1809年
8U

lO月26日 、 ハ リソンは、 ヴィンセ ンズ(Vincennes)で ウ ィア族 と条約 を結び、

これ らの同一 の土地 に対 す る彼 らの請 求 を認 め、 年金300ド ル と現金15,000ド

ル とを 引 き換 え に その 請 求 を失 効 させ(第1条 第1文)、 そ して キ カ プ ー

(Kickapoo)が 上 記1809年9月30日 条 約第9条 に規 定 した土地譲 渡 一 ワバ ッ

シュ川(theWabash)の 北 東部 の土地 一 に同意 した場合、 ウ ィア に100ド ル

の永続年金 を保証 す るとしたので ある(第1条 第2文)。 キカ プーは、交渉 に応 じ、
R2)

1809年12月9日 条約 で、上記1809年9月30日 条 約第9条 を承認 し(第1条)、

約256,000エ ー カ ーの土地 を年金500ド ル、 プラス商品 に して1,500ド ル とを引

き換 えたので あ る(第2条 、第3条)。

2預 言者 の町

上記 の土地譲 渡 は、イ ンデ ィア ン部族 内 に即刻 不満 を募 らせ 、1810年 の夏 、

イ ンディア ンとの戦争が ワバ ッシ ュ渓谷(WabashValley)で 差 し迫 って きた。

ハ リソンは、 テ ィカ ムシ と彼 の戦士 を、 ヴィ ンセ ンズ において開催 された会議

に召 喚状 を発 したので ある。テ ィカムシ は、土地 の購入 以外 に不満 はなか った

とし、 不本意 なが ら合衆 国に対 して敵 阪心 を抱 くので あ ると述べ てい る。従 っ

て、 テ ィカムシ に とっては、1809年9月30日 条 約が廃棄 されない限 り、イ ギ リ

ス との同盟 を結 ぶ以外 に途 はなか ったので あ る。 勿論、 かか るイ ンデ ィアンの
as)

主張が、合衆 国 によって受 け入れ られ ることは、考 え られ ない ところで あった。

1811年 夏 、 テ ィカム シは、チ ェロキー、 クリー ク、チ ョク トー、チカ ソーの

各部族 か らの援兵 募集 に出か けるのであ るが 、彼 の出発 を知 ったハ リソンは、

予防戦争が必要 だ と考 え、1,000人 の兵 を率い、イ ンデ ィアン地区 の心臓部で あ

るキステ ィ ッピカヌー(Kithtippecanoe)と い うインデ ィアンの古 い村 ・プロ

フェ ッツタウン(Prophetstown)一 「預言者 の町」 と呼ばれ、様 々な部族民が

や って きて、テ ィカムシ兄弟の言葉に耳 を傾 け、1811年 までには1,000人 の イ ン
84)

ディァン戦士が、住んでいた という一 に向けて進軍を開始 したのである。



ア メ リカ ・イ ンデ ィァ ン法 の歴 史 161

lll「 テ ーム ズ川 の戦 い」、 「ク リーク戦争」

1テ ィカムシの虐殺

1811年ll月7日 、脅威 を覚 えた インデ ィアンが、最初 の攻撃 を加 えたが 一

テ ィカムシの命令 に明 らか に違反 した行 動であったが 一 、戦士 たちは撃退 され、

プロフ ェッツタウ ンの村 は焼 き尽 され た。 この 「テ ィピカヌーの戦 い」(Battle

ofTippecanoe)は 、テ ィカムシの周 りに参集 した キカ プー、ポタワ トミ、シ ョー

ニ ーの各 部族 の部 隊に よる攻撃 を唆 したが、 ティカム シは、 もはや配下 の者 を

押 し留 め よう とはせ ず、 フロ ンテ ィアの戦争が開始 され た。 それ は、結 果 とし

て、イギ リス と合衆国が、両 国間の系争点 をめ ぐって再度争 った1812年 戦 争(War

ofl812)に 組 み込 まれ てい った のであ る。

1812年 戦 争は、 「第2次 アメ リカ独立戦争 」 とも 「第2次 米英戦争」 とも呼 ば

れ るが 、西部へ の進 出 を望 み、イ ンデ ィアン とイギ リス勢力 を武力で排 除す る

こ とを強硬 に主張 した タカ派議 員の圧力 が、契機 にな っていた こ とも忘れて は

な らない事実 であ る。北部で は、1813年10月5日 、ハ リソン率 い るア メ リカ軍

が、 テームズ(Thames)河 畔 で 現在の カナ ダ、 オンタ リオ州 テ ィカム

シの率 い るイ ンデ ィア ン軍 とイ ギ リス軍 の連合軍 を撃破 し、 テ ィカムシは虐殺

され た(「 テームズ川の戦い」(BattleoftheThames))。 彼 の死後 一 あ る報告

によれ ば、 ティカムシ は、皮 を剥が され、 その皮膚 は、 よ り高級 な生 活様 式で

暮 らしてい る人 び との代表 的な人物 の手 によって、記念 の砥 ぎ革 に仕 立て られ

た とい う 、 ワイ アン ドッ ト、デ ラウェア、 シ ョーニー、セネカ及 びマイ ア ミ

の各部族 は、 イギ リス側 か ら離れ て、ハ リソ ンと講 和 を結ぶので あ る。 ここに、

アメ リカ人入植者 の前進 に抵抗 して きたイ ンディア ン ・ネーシ ョンを支援 して
　

きた ヨー ロッパ列 強の脅威 は、 も う一度 取 り除か れ るこ とにな った のであ る。
　ラ

1814年7月22日 の上記諸部族 との降服及び講和に関す る条約第2条 は、部族

及びバ ンド(band)が 、大英帝国 との戦争遂行において合衆国を支援すること

に同意する旨を、第3条 は、その見返 りに、友好を保つ部族に対 して合衆国が

その保護を与える旨を規定 している。

2「 クリーク戦争」(1813年 ～1814年)

南部では、1813年9月 、ジャクソンが、チェロキー軍、テネシー民平軍及び

合衆国軍の連合軍を率い、 クリーク族 一 南部においてアメリカに反抗 して武
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器 を取 った のは クリークだ けで あ り、 しか もその一部 に限 られて いた と言 われ

る の撲滅作戦を展開 し(「 クリーク戦争」(CreekWar,1813-14))、1814年3

月27日 に 、 「ホース シュー ・ベ ン トの戦 い」(BattleofHorseshoeBend)で 、

ク リーク部族 の神 意の介入 を保証 した預言者 た ちに励 まされ た守 旧派 の レッ ド・

シティ ックス(RedSticks)を 撃 破 した。戦 士900人 が 殺害 され、女子供500人

が 捕虜 にされ てい る。

合衆 国 は、 レッ ド ・ステ ィック派 クリー クであ ろう と、 親米派 クリー クで あ

ろ うと、全 ての クリー クをひ とつ のネーシ ョンと して取扱 った。 ジ ャクソンは、

1814年8月8日 に、 クリー クに 「合意及 び条件付 き降服 に関す る協 定」(Articles
87)

ofAgreementandCapitulation)を 突 きつけたが、 フロンテ ィア住民の声 に押

され、戦 争 の代償 として現 在 の ア ラバ マ州 に位置 した ク リー クの土 地 の大部

分 一 州の4分 の3を 占め る 一 とフロ リダの境 界の沿 った ジ ョージ ア州側 の

土地 州 の4分 の1を 占め る の割 譲 を要 求 し、 その土地 は、 クリー ク族

の テ リ トリー23,000,000エ ー カーに も上 る広大 な それ であ ったのであ る(条 約

第1条 参照)。 そ して、条約第2条 は、合衆 国 は、 ク リー ク ・ネー シ ョンの イギ

リス及 びスペイ ン との交易 を禁ず ることを命 ず る旨を、第3条 は、陸軍駐 屯地、

交易所 の設置、道 路の開設 、 自由航行権 を認 め させ る旨を規定 し、更 に第6条
88)

は、預 言者 と戦 争の扇動者 の引渡 しを求 めて い る。

3「 ヘ ン ト条約」(1814年12月)

1814年12月24日 、 ベルギーのヘ ン ト(Ghent)で 締 結 された1812年 戦 争終結

の講和条約 であ る 「英国国王 とアメ リカ合衆 国 との間の平和友好条約 」、 いわゆ
89)

る 「ヘ ン ト条約」(theTreatyofGhent)は 、第9条 で 「アメ リカ合衆 国は、本

条約が批准 された後 〔1815年2月17日 合 衆国議会上院によって批准 された〕速やか

に、批 准の時点 にお いて交戦 中の あ る全 ての イ ンデ ィア ン部族 又 はネーシ ョン

との交戦 状態 を終了せ しめ、時 を移 さず当該部族 又 はネーシ ョンに交 戦状態以

前 の1811年 の段 階で享有 し、若 し くは権利 を有 して きた全て の占有、権利及 び

特権 を回復 せ しめる ことを約 束す る。」 と規 定 し(第9条 第2文 には、大英帝国も

また同様 とす る旨の主語を入れ替えた反復同語の規定が置かれている。)、合衆国 と交

戦状態 にあった全 ての インデ ィアンに責 任の解 除(amnesty)を 与 えて いる。

連邦政府 は、 その後、個々 の部族 との条約締 結 の交渉 を行 い、1815年 及 び翌
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16年 の2年 間に20の 条約を結んでいる。各条約を見るに、相互の権利侵害の免

除、永続的な友好、捕虜の交換、以前締結された条約の承認、合衆国をして唯

一の保護者 として承認すること、そして更なるインディアンのテ リトリーの譲
90)

渡をその主な内容 としていることが見て取れるのである。

*本 稿 は、本誌第19巻 第1・2合 併号(1989年12月 発行)に 投稿 した 「アメリカ ・インディ

アン法研究序説(一)公 法学の視点から 」を、その後に入手し得た資料を下に全面

的に書き直したものである。
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